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築
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す
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令
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務
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の
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。
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事
務
決
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規
程
の
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部
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正
す
る
訓
令
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務
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規
程
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三
十
五
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県
訓
令
甲
第
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四
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一
部
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次
の
よ
う
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改
正
す
る
。
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農
林
水
産
部
長
の
農
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振
興
課
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専
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項
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項
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第
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号
か
ら
第
九

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
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。
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。
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事
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る
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る
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の
こ
と
。
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障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
五
〇
〇
二
四
三

気
仙
沼
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

気
仙
沼
市
松
川
前
百
五

十
四
番
地
二

居
宅
介
護

社
会
福
祉
法
人

気
仙
沼
市
社
会

福
祉
協
議
会

平
成
二
十
六
年

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
四
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
七
〇
〇
五
〇
二

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
陽

同
行
援
護

有
限
会
社
シ
ー・

キ
ュ
ー
ブ

平
成
二
十
六
年

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
五
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖

業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

加
入
区
の

名　
　

称

区　
　

域

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

養
殖
業
の
種
類

区
域
内
特
定

養
殖
業
者
数

宮
城
県
第

百
八
加
入

区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

平
成
二
十
六
年

二
月
十
七
日

牡
鹿
郡
女
川
町
尾
浦
町
十

八鈴
木　

勝
太
郎

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

七
人

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
女
川

町
支
所
の
地
区

の
う
ち
尾
浦
の

区
域

牡
鹿
郡
女
川
町
尾
浦
町
百

三大
坂　

善
治

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

養
殖
業

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
本
吉
町
天
ヶ
沢
一
一
一
の
一
、
一
一
一
の
二
、
一
五
二
の
二

二　

指
定
の
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
気
仙
沼
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
㈠　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
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伊
具
郡
丸
森
町
字
玉
貫
二
〇
の
九
、
字
下
滝
南
二
の
一
か
ら
二
の
六
ま
で
、
二
の
八
、
字
船
場
三
二
の
一
か
ら

三
二
の
五
ま
で
、
字
田
町
北
七
八
の
一
、
七
九
の
一
、
七
九
の
二
、
七
九
の
六
か
ら
七
九
の
九
ま
で
、
字
田
町
南

一
四
二
の
二
、
一
四
七
の
三
、
一
五
二
、
一
五
六
、
一
五
七
、
一
五
九
、
字
菱
川
内
一
の
二
、
二
〇
の
三
、
二
二

の
二
、
二
五
の
二

　

㈡　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

㈢　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
㈠　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

伊
具
郡
丸
森
町
字
滝
原
五
二
の
一
四
、
五
三
の
一
、
五
三
の
四
・
字
田
町
北
九
の
一
・
一
〇
の
一
（
以
上
三
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
九
、
七
九
の
一
、
七
九
の
一
〇
、
七
九
の
一
一
、
七
九
の
一
三
、

七
九
の
一
四
、
字
矢
洗
六
二
の
一
、
一
四
三
の
一
、
一
四
三
の
二
、
字
渕
ノ
上
一
九
の
一
、
字
上
滝
西
五
五
の
四
、

五
五
の
五
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
五
六
の
一
、
五
六
の
二
、
五
八
の
一

　

㈡　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

㈢　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
丸
森
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
八
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日

二　

商
号
又
は
名
称
等

商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

建

設

業

許
可
番
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

業
の
種
類　
　
　
　

受
付
年
月
日

和
田
工
業
株
式
会

社和
田　

祐
二

石
巻
市
大
街
道
西
一
丁
目

二

－

三
十

般

－

二
十
三

第
十
九
号

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

大
工
工
事
業

　

左
官
工
事
業

　

タ
イ
ル･

れ
ん
が･

　

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

　

鉄
筋
工
事
業

　

板
金
工
事
業

　

防
水
工
事
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

　

熱
絶
縁
工
事
業

平
成
二
十
六
年

 

一
月
三
十
日

有
限
会
社
伊
藤
建

設伊
藤　

守
一

栗
原
市
築
館
字
久
伝
二
十

六

－

一

般

－

二
十
二

第
百
七
十
五
号

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　
と
び
・
土
工
工
事
業

平
成
二
十
六
年

 

一
月
二
十
一
日

有
限
会
社
丹
野
鉄

筋
工
業
所

丹
野　

和
吉

柴
田
郡
川
崎
町
前
川
字
舘

山
二

－

六
十
三

般

－

二
十
二

第
一
万
二
千
四

十
二
号

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　
と
び
・
土
工
工
事
業

　

鉄
筋
工
事
業

平
成
二
十
六
年

 

一
月
二
十
一
日

有
限
会
社
Ｊ
・
イ

ト
ウ

伊
藤　

仁
市

黒
川
郡
富
谷
町
石
積
字

堂
ヶ
沢
二
十
二

－

二

般

－

二
十
四

第
一
万
八
千
四

十
五
号

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

石
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

　

塗
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

平
成
二
十
六
年

 

一
月
二
十
三
日

株
式
会
社
テ
ク
ノ

セ
ン
ダ
イ

遠
藤　

哲

仙
台
市
宮
城
野
区
栄
一
丁

目
十
一

－

二
十
二

般

－

二
十
二

第
一
万
八
千
七

百
八
十
八
号

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

　

左
官
工
事
業

　
と
び
・
土
工
工
事
業

　

石
工
事
業

　

屋
根
工
事
業

　

タ
イ
ル･

れ
ん
が･

　

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

平
成
二
十
六
年

 

一
月
三
十
一
日
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鋼
構
造
物
工
事
業

　

鉄
筋
工
事
業

　

板
金
工
事
業

　

ガ
ラ
ス
工
事
業

　

塗
装
工
事
業

　

防
水
工
事
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

　

熱
絶
縁
工
事
業

　

建
具
工
事
業

株
式
会
社
み
の
り

建
築
舎

塩
谷　

貴
義

仙
台
市
青
葉
区
北
根
一
丁

目
八

－

三
十
二

般

－

二
十
五

第
一
万
九
千
九

百
七
号

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

　

屋
根
工
事
業

　

タ
イ
ル･

れ
ん
が･

　

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

平
成
二
十
六
年

 

一
月
二
十
八
日

三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
九
号

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

石
巻
広
域
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
都
市
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
が
記
載
さ
れ
た
石
巻
市
復
興
整
備
計
画
が
公
表
さ

れ
、
当
該
事
項
に
係
る
都
市
計
画
の
変
更
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
に
つ
い
て
の
関
係
図
書
を
宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
に
お
い
て
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
道
路

二　

都
市
計
画
の
変
更
の
種
別
及
び
名
称

　

１　

変
更

　
　

㈠　

名
称　

三
・
三
・
五
号
河
南
川
尻
線

　
　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
一
九
号
運
河
内
海
橋
線

　
　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
二
四
号
不
動
沢
稲
井
線

　
　

㈡　

追
加
す
る
部
分

　
　
　

 　

石
巻
市
八
幡
町
一
丁
目
、
八
幡
町
二
丁
目
、
湊
町
一
丁
目
、
吉
野
町
三
丁
目
、
立
町
一
丁
目
、
中
央
二
丁
目
、

中
央
三
丁
目
、
湊
字
大
門
崎
山
、
同
字
藤
巻
、
同
字
葛
和
田
山
、
井
内
字
井
内
山
、
同
字
井
内
及
び
大
瓜
字
井

内
の
各
一
部

　
　

㈢　

廃
止
す
る
部
分

　
　
　

 　

石
巻
市
八
幡
町
一
丁
目
、
八
幡
町
二
丁
目
、
湊
町
一
丁
目
、
湊
町
二
丁
目
、
湊
町
三
丁
目
、
湊
町
四
丁
目
、

吉
野
町
一
丁
目
、
吉
野
町
二
丁
目
、
吉
野
町
三
丁
目
、
大
門
町
三
丁
目
、
伊
原
津
一
丁
目
、
立
町
一
丁
目
、
中

央
二
丁
目
、
中
瀬
、
湊
字
大
門
崎
山
、
同
字
隠
里
山
、
同
字
大
門
崎
、
同
字
根
上
り
松
、
同
字
滝
尻
、
同
字
藤

巻
、
同
字
葛
和
田
山
、
井
内
字
井
内
山
、
同
字
井
内
及
び
大
瓜
字
井
内
の
各
一
部

　

２　

廃
止

　
　
　

名
称　

三
・
五
・
二
一
号
立
町
東
線

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
号

　

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市
街
地
再
開
発

組
合
の
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

中
央
三
丁
目
一
番
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
六
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　

 　

石
巻
市
中
央
三
丁
目
八
番
十
二
、
八
番
十
三
、
八
番
十
五
、
五
十
三
番
二
、
五
十
三
番
十
四
、
五
十
五
番
一
、
五

十
五
番
四
、
六
十
一
番
一
、
六
十
一
番
二
、
六
十
二
番
、
六
十
三
番
二
、
八
十
二
番
一
、
八
十
三
番
一
、
八
十
三
番

二
、
八
十
三
番
三
及
び
百
八
十
二
番

四　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

石
巻
市
日
和
が
丘
一
丁
目
十
五
番
三
十
号

五　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

六　

変
更
の
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
一
号

　

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市
街
地
再
開
発

組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
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宮
城
県
知
事　
　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

中
央
三
丁
目
一
番
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
六
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　

 　

石
巻
市
中
央
三
丁
目
八
番
十
二
、
八
番
十
三
、
八
番
十
五
、
五
十
三
番
二
、
五
十
三
番
十
四
、
五
十
五
番
一
、
五

十
五
番
四
、
六
十
一
番
一
、
六
十
一
番
二
、
六
十
二
番
、
六
十
三
番
二
、
八
十
二
番
一
、
八
十
三
番
一
、
八
十
三
番

二
、
八
十
三
番
三
及
び
百
八
十
二
番

四　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

石
巻
市
日
和
が
丘
一
丁
目
十
五
番
三
十
号

五　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

六　

事
業
施
行
期
間
の
変
更
の
内
容

　

 　

事
業
施
行
期
間
の
末
日
を
「
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
」
か
ら
「
平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日
」
に
変
更

す
る
。

七　

変
更
の
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
二
号

　

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
は
、そ
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、宅
地
建
物
取
引
業
法（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
商
号
又
は
名
称

　
　

株
式
会
社
エ
デ
ィ
ッ
ト

二　

代
表
者
の
氏
名

　
　

馬
渕　

喜
彰

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
三
丁
目
十
番
十
四
号

四　

免
許
年
月
日
及
び
免
許
証
番
号

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
三
日　

宮
城
県
知
事
㈡
第
五
千
二
百
四
十
九
号

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
蔵
王
町
土
地
改
良
区

役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

佐　
　

野　
　

好　
　

昭　
　
　

　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

鈴

木

功

一

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
小
村
崎
字
磯
ヶ
坂
三

十
九
番
地

理

事

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
15号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
25年
９
月

か
ら
12月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
26年
２
月
28日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
部
　
　
　
　
　
孝
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
ゆ
　
　
さ
　
　
み
 ゆ
 き
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
地
方
機
関

　
　
公
務
研
修
所
 

12月
17日
　
　
　
　

　
　
大
河
原
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
大
河
原
地
方
支
局
を
含
む
。） 

10月
29日
　
　
　
　

　
　
仙
台
北
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
北
地
方
支
局
を
含
む
。） 

12月
18日
　
　
　
　

　
　
塩
釜
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
塩
釜
地
方
支
局
を
含
む
。） 

11月
12日
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地
方
機
関

　
　
農
業
大
学
校
 

10月
10日
　
　
　
　

　
　
農
業
・
園
芸
総
合
研
究
所
 

10月
22日
　
　
　
　

　
　
古
川
農
業
試
験
場
 

10月
16日
　
　
　
　

　
　
畜
産
試
験
場
 

10月
８
日
　
　
　
　

　
　
王
城
寺
原
補
償
工
事
事
務
所
 

11月
11日
　
　
　
　

　
　
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 

10月
16日
　
　
　
　

　
　
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 

11月
６
日
　
　
　
　

〇
土
木
部

　
地
方
機
関

　
　
北
部
土
木
事
務
所
 

12月
17日
　
　
　
　

　
　
北
部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

10月
22日
　
　
　
　

　
　
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

10月
23日
　
　
　
　

　
　
大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
 

10月
８
日
　
　
　
　

　
　
栗
原
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
 

10月
22日
　
　
　
　

〇
教
育
庁

　
地
方
機
関

　
　
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

11月
11日
　
　
　
　

　
　
南
三
陸
教
育
事
務
所
 

11月
15日
　
　
　
　

　
　
松
島
自
然
の
家
 

11月
21日
　
　
　
　

　
　
蔵
王
自
然
の
家
 

10月
25日
　
　
　
　

　
　
志
津
川
自
然
の
家
 

11月
19日
　
　
　
　

　
　
仙
台
第
一
高
等
学
校
 

11月
18日
　
　
　
　

　
　
仙
台
第
三
高
等
学
校
 

10月
22日
　
　
　
　

　
　
塩
釜
高
等
学
校
 

12月
４
日
　
　
　
　

　
　
角
田
高
等
学
校
 

11月
６
日
　
　
　
　

　
　
石
巻
高
等
学
校
 

９
月
17日
　
　
　
　

　
　
築
館
高
等
学
校
 

９
月
２
日
　
　
　
　

　
　
宮
城
第
一
高
等
学
校
 

12月
18日
　
　
　
　

　
　
古
川
黎
明
高
等
学
校
 

11月
13日
　
　
　
　

　
　
古
川
黎
明
中
学
校
 

11月
13日
　
　
　
　

　
　
北
部
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
北
部
地
方
支
局
を
含
む
。） 

11月
５
日
　
　
　
　

　
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

11月
５
日
　
　
　
　

　
　
東
部
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
東
部
地
方
支
局
を
含
む
。） 

10月
24日
　
　
　
　

　
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

10月
24日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
気
仙
沼
地
方
支
局
を
含
む
。） 

11月
13日
　
　
　
　

〇
震
災
復
興
・
企
画
部

　
地
方
機
関

　
　
東
京
事
務
所
 

11月
７
日
　
　
　
　

〇
環
境
生
活
部

　
地
方
機
関

　
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
 

12月
19日
　
　
　
　

〇
保
健
福
祉
部

　
地
方
機
関

　
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
 

10月
29日
　
　
　
　

　
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
 

11月
12日
　
　
　
　

　
　
北
部
保
健
福
祉
事
務
所
 

11月
５
日
　
　
　
　

　
　
北
部
保
健
福
祉
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

10月
25日
　
　
　
　

　
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
 

10月
24日
　
　
　
　

　
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

10月
23日
　
　
　
　

　
　
さ
わ
ら
び
学
園
 

10月
15日
　
　
　
　

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
地
方
機
関

　
　
大
阪
事
務
所
 

11月
14日
　
　
　
　

　
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
 

12月
17日
　
　
　
　

　
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
 

10月
25日
　
　
　
　

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

10月
18日
　
　
　
　

　
　
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 

12月
17日
　
　
　
　

　
　
石
巻
高
等
技
術
専
門
校
 

11月
20日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校
 

11月
12日
　
　
　
　

　
　
松
島
公
園
管
理
事
務
所
 

11月
６
日
　
　
　
　

〇
農
林
水
産
部
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名
取
高
等
学
校
 

10月
17日
　
　
　
　

　
　
涌
谷
高
等
学
校
 

11月
11日
　
　
　
　

　
　
田
尻
さ
く
ら
高
等
学
校
 

９
月
４
日
　
　
　
　

　
　
佐
沼
高
等
学
校
 

10月
９
日
　
　
　
　

　
　
登
米
高
等
学
校
 

10月
16日
　
　
　
　

　
　
志
津
川
高
等
学
校
 

11月
19日
　
　
　
　

　
　
中
新
田
高
等
学
校
 

12月
26日
　
　
　
　

　
　
女
川
高
等
学
校
 

９
月
19日
　
　
　
　

　
　
多
賀
城
高
等
学
校
 

12月
25日
　
　
　
　

　
　
仙
台
南
高
等
学
校
 

11月
７
日
　
　
　
　

　
　
名
取
北
高
等
学
校
 

10月
10日
　
　
　
　

　
　
泉
松
陵
高
等
学
校
 

10月
15日
　
　
　
　

　
　
宮
城
広
瀬
高
等
学
校
 

12月
27日
　
　
　
　

　
　
石
巻
西
高
等
学
校
 

10月
８
日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
西
高
等
学
校
 

11月
11日
　
　
　
　

　
　
柴
田
高
等
学
校
 

９
月
４
日
　
　
　
　

　
　
富
谷
高
等
学
校
 

11月
13日
　
　
　
　

　
　
蔵
王
高
等
学
校
 

11月
７
日
　
　
　
　

　
　
迫
桜
高
等
学
校
 

10月
９
日
　
　
　
　

　
　
貞
山
高
等
学
校
 

12月
19日
　
　
　
　

　
　
農
業
高
等
学
校
 

12月
27日
　
　
　
　

　
　
黒
川
高
等
学
校
 

９
月
10日
　
　
　
　

　
　
亘
理
高
等
学
校
 

11月
12日
　
　
　
　

　
　
加
美
農
業
高
等
学
校
 

12月
27日
　
　
　
　

　
　
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
 

11月
１
日
　
　
　
　

　
　
本
吉
響
高
等
学
校
 

11月
20日
　
　
　
　

　
　
水
産
高
等
学
校
 

12月
６
日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校
 

11月
21日
　
　
　
　

　
　
古
川
工
業
高
等
学
校
 

12月
27日
　
　
　
　

　
　
石
巻
工
業
高
等
学
校
 

10月
８
日
　
　
　
　

　
　
米
谷
工
業
高
等
学
校
 

10月
16日
　
　
　
　

　
　
石
巻
商
業
高
等
学
校
 

11月
21日
　
　
　
　

　
　
一
迫
商
業
高
等
学
校
 

11月
15日
　
　
　
　

　
　
美
田
園
高
等
学
校
 

11月
７
日
　
　
　
　

　
　
古
川
支
援
学
校
 

９
月
10日
　
　
　
　

○
警
察
本
部

　
警
察
署

　
　
岩
沼
警
察
署
 

10月
17日
　
　
　
　

　
　
石
巻
警
察
署
 

11月
６
日
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
警
察
署
 

11月
13日
　
　
　
　

　
　
佐
沼
警
察
署
 

10月
18日
　
　
　
　

　
　
南
三
陸
警
察
署
 

11月
14日
　
　
　
　

　
　
鳴
子
警
察
署
 

11月
18日
　
　
　
　

　
　
加
美
警
察
署
 

12月
27日
　
　
　
　

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
24年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
 　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
注
意
を
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
，
宮
城
県
警
察
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
⑴
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
120,073,875円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
392,842,937円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
512,916,812円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
140,621,211円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
418,627,881円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
559,249,092円
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合
　
　
計
　
　
640,904,206円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
166,733,366円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
518,781,124円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
685,514,490円

　
⑸
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 25,881,241円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
 98,869,811円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
124,751,052円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 31,604,039円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
120,487,551円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
152,091,590円

　
⑹
　
東
部
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
108,721,188円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
551,863,555円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
660,584,743円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
112,491,803円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
628,727,614円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
741,219,417円

　
⑺
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

　
⑵
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
176,395,898円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
424,923,114円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
601,319,012円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
206,923,994円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
493,011,084円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
699,935,078円

　
⑶
　
塩
釜
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
132,226,984円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
376,840,147円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
509,067,131円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
152,376,606円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
415,527,294円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
567,903,900円

　
⑷
　
北
部
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
140,751,780円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
500,152,426円
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な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 48,052,136円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
104,943,636円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
152,995,772円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 45,725,271円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
113,608,637円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
159,333,908円

　
⑻
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 43,920,678円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
171,905,553円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
215,826,231円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 55,001,745円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
221,627,432円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
276,629,177円

　
⑼
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
 　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
，
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
同
違
約
金
，
過
誤
払
返
納
金
及
び
未
熟
児

養
育
費
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 8,158,403円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
20,818,554円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
28,976,957円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
11,783,097円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
10,860,558円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
22,643,655円

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 3,273,548円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
16,846,079円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
20,119,627円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 3,692,575円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
16,369,140円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
20,061,715円

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
違
約
金

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
   144,900円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
 2,724,300円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
 2,869,200円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
   571,200円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
 2,241,700円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
 2,812,900円

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
生
活
保
護
扶
助
費
返
納
金
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 1,194,516円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   631,553円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
 1,826,069円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
   359,785円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   271,768円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   631,553円
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〇
未
熟
児
養
育
費
（
未
熟
児
療
養
医
療
費
自
己
負
担
金
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
   309,136円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
    57,162円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   366,298円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
    43,042円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   124,359円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   167,401円

　
　
　
〇
過
年
度
過
払
金
等
返
還
金
（
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
   121,020円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   225,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   346,020円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
   100,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   225,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   325,000円

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
生
活
保
護
扶
助
費
返
納
金
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
         0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   333,568円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   333,568円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
   114,700円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   218,868円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   333,568円

　
⑾
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
 　
市
町
村
負
担
金
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費
（
未
熟
児
療
養
医
療
費
自
己
負
担
金
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
    29,169円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   229,685円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   258,854円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
    71,751円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
   160,472円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
   232,223円

　
⑽
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
 　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
，
未
熟
児
養
育
費
，
過
年
度
過
払
金
等
返
還

金
及
び
過
誤
払
返
納
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 5,617,717円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
43,120,100円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
48,737,817円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 7,063,582円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
39,889,348円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
46,952,930円

　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 2,657,653円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
20,833,770円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
23,491,423円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 3,400,743円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
18,192,339円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
21,593,082円
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土
地
改
良
事
業
費
に
係
る
受
益
者
分
担
金
に
つ
い
て
，
不
徴
収
部
分
が
あ
る
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
　
1,420,000円

　
　
ロ
 　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
等
使
用
料
に
つ
い
て
，
10月
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
５
件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
19,560円

　
　
ハ
 　
公
用
車
に
係
る
事
務
の
管
理
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
自
動
車
検
査
証
有
効
期
間
満
了
日
以
降
に
車
検
を
行
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
台
数
　
　
２
台

　
⑿
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
 　
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図

ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
         0円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
11,480,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
11,480,000円

　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 1,435,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
10,045,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
11,480,000円

　
⒀
　
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
雑
入
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
自
動
車
重
量
税
の
還
付
金

　
　
　
　
 　
６
月
に
国
庫
金
送
金
通
知
が
あ
っ
た
自
動
車
重
量
税
の
還
付
金
に
つ
い
て
，
翌
年
２
月
に
受
領
し
調
定
し

た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
10件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
28,180円

　
　
　
〇
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
光
熱
水
費

　
　
　
　
　
５
月
31日
の
納
期
限
で
調
定
す
べ
き
光
熱
水
費
に
つ
い
て
，
10月
４
日
の
納
期
限
で
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
55,454円

　
⒁
　
南
三
陸
教
育
事
務
所

　
　
 　
歳
入
歳
出
外
現
金
に
お
い
て
，
払
出
の
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
平
成
24年
４
月
分
所
得
税
に
つ
い
て
，
払
出
の
遅
延
に
よ
り
不
納
付
加
算
税
を
賦
課
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　
・
源
泉
徴
収
額
　
　
　
　
143,146円

　
　
　
・
不
納
付
加
算
税
額
　
　
  7,000円

　
　
　
・
納
付
期
限
　
　
　
　
　
平
成
24年
５
月
10日

　
　
　
・
納
付
年
月
日
　
　
　
　
平
成
24年
５
月
15日

　
⒂
　
角
田
高
等
学
校

　
　
　
光
熱
水
費
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
毎
月
調
定
す
べ
き
平
成
24年
度
分
電
気
料
及
び
水
道
料
に
つ
い
て
，
平
成
25年
10月
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
20件

　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
152,283円

　
⒃
　
仙
台
南
高
等
学
校

　
　
 　
臨
時
職
員
の
雇
用
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
６
か
月
を
超
え
て
雇
用
し
た
臨
時
職
員
に
対
し
て
，
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
通
知
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
。

　
　
　
・
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名

　
　
　
・
付
与
す
べ
き
有
給
休
暇
　
　
10日

　
⒄
　
柴
田
高
等
学
校

宮　　城　　県　　公　　報



第2536号　平成26年２月28日　金曜日 （12）

公
安
委
員
会

　
　
 　
臨
時
職
員
の
雇
用
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
６
か
月
を
超
え
て
雇
用
し
た
臨
時
職
員
に
対
し
て
，
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
通
知
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
。

　
　
　
・
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

　
　
　
・
付
与
す
べ
き
有
給
休
暇
　
　
10日

　
⒅
　
貞
山
高
等
学
校

　
　
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
支
出
金
額
を
誤
っ
た
た
め
，
支
払
遅
延
に
よ
る
遅
収
加
算
額
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，

今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
電
気
料
金
の
支
払
に
つ
い
て
，
誤
っ
て
請
求
金
額
よ
り
少
な
い
額
で
支
出
手
続
し
た
結
果
，
口
座
引
落
不
能

と
な
り
翌
月
支
払
っ
た
た
め
，
早
期
収
納
割
引
が
適
用
さ
れ
ず
，
３
％
の
遅
収
加
算
額
7,377円

が
発
生
し
た

も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
　
１
件

　
　
　
・
正
規
支
出
額
　
　
　
246,674円

　
　
　
・
誤
支
出
手
続
額
　
　
246,301円

　
　
　
・
遅
収
加
算
額
　
　
　
  7,377円

　
⒆
　
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校

　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
製
造
実
習
棟
殺
菌
灯
設
置
工
事
に
つ
い
て
，予
定
価
格
を
超
え
た
見
積
額
で
落
札
者
を
決
定
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
・
予
定
価
格
　
　
409,000円

（
消
費
税
を
除
く
）

　
　
　
・
見
積
額
　
　
　
420,000円

　
　
　
・
契
約
額
　
　
　
420,000円

　
⒇
　
岩
沼
警
察
署

　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
384件

　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
　
12,820円

　
21
　
石
巻
警
察
署

　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
291件

　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
　
14,120円

　
22
　
気
仙
沼
警
察
署

　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
70件

　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
　
2,700円

　
23
　
佐
沼
警
察
署

　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
117件

　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
　
6,280円

　
24
　
加
美
警
察
署

　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数
料

を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
81件

　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
　
3,200円

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
22号

　
警
察
に
お
い
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
の
食
料
に
要
す
る
経
費
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
26年
４
月
１
日
か

ら
施
行
す
る
。

　
な
お
、
平
成
19年
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
19号
は
廃
止
す
る
。

宮　　城　　県　　公　　報



（13）　平成26年２月28日　金曜日 第2536号
　
　
平
成
26年
２
月
28日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
猪
俣
　
好
正
　
　

　
警
察
に
お
い
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
の
食
料
に
要
す
る
経
費
は
一
食
432円

（
消
費
税
を
含
む
。）
ま
で
と
す

る
。

　
た
だ
し
、
疾
病
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
は
一
食
540円

（
消
費
税
を
含
む
。）
ま
で
増
額

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宮　　城　　県　　公　　報


